
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  宗像、カタロウ 
～参加・参画・協働による魅力あるまちづくりの基本指針～ 

令和２年３月策定 

（ダイジェスト版） 

◆本指針の位置付け、策定経緯 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本指針のタイトルに込めた想い 
「宗像、カタロウ」には、宗像のまちづくりについて一緒に「語ろう」、宗像の

まちづくりに一緒に「かたろう（加わろう）」という２つの意味を込めている。 

 

第１章 なぜ「市民参加」と「市民参画」なの？ 

 本市のまちづくりは、自治会、コミュニティ運営協議会、市民活動団体などの 

「市民力」によって進められてきた。この「市民力」は、本市の魅力あるまちの発展、 

多様化する社会的な課題解決に、今後、ますます重要に。 

◆まちづくりは、市民一人ひとりの「参加」から 

◆「宗像市市民参画、協働及びコミュニティ活動の推進に関する条例」 

 平成１７年に制定。①市民参画、②協働、③コミュニティ活動の推進の３本柱。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 「協働」ってどんなこと？ 

 多様な主体同士が、共通の目的に向かって、お互いに対等な立場で連携協力すること。 

◆協働の基本原則 

① 対等な立場  ②目的の共有 

・市民が積極的にまちづくりに関われるように、重要な条例や計画を定める 

 際の市民参画の手続きをルール化。 

 ①附属機関等の設置   ②市民意見提出手続き（パブリック・コメント） 

 ③市民説明会      ④市民ワークショップ 

 （課題：より多くの市民が関われるような取組） 

・市民サービス協働化提案制度 

 民間団体等と市が協働で行うことで効果を高めることができる事業に 

 ついて民間団体等が事業計画の提案を可能に。 

「市民参加」、「市民参画」、「協働」によって 

住みよい魅力あるまちづくりを目指す。 

市民参画 

協  働 

むなかた学びの里づくり 

子育て支援計画 生涯学習推進プラン（H14） 教育２１世紀プラン 

市民活動、協働の現状・課題、重点目標と施策概要 

市民活動推進プラン（H25） 

戦略的取組 

「協働の推進」 

市 

民 

参 

画 

条 

例 コミュニティ

活動の推進 

・市民参加、市民参画、協働のあり方 

・住みよい魅力あるまちづくりのための方策等 

・生涯学習、社会教育の役割 

・推進目標、推進施策 

第２次コミュニティ 

基本構想・基本計画 

参加、参画、協働による魅力あるまちづくりの基本指針（Ｒ2） 

第２次宗像市総合計画 

各課による事業企画、事業実施 各地区コミュニティによる事業企画、事業実施 



◆地域資源を活用して交流をしよう 

地域資源を活用し、地域の課題解決や、地域内交流を創出する取組を市内各地区

で実施。市は、そのスタートアップ時の合意形成や必要に応じて伴走支援を実施。 

◆まずは相談して行動してみよう 

活動資金の補助など、活動に関する様々な支援制度を整備。 

◆コーディネート力を身につけよう 

協働の主体には、協働を効果的に行うために、それぞれの良さを相乗的に発揮 

しながらそれらを繋ぐコーディネート力が重要に。 

 

第４章 これからのまちづくり ～推進目標と推進施策～ 
 

当面、本指針に次の５つの目標を掲げて推進。 

 

 

◆協働の領域、形態 

 協働には、民間が単独で行う活動から、行政が単独で行う活動まで様々な 

 パターンがあり、民間同士の協働、民間と行政の協働、行政同士の協働もある。 

 ▶▶▶ 協働の形態 ： 後援、補助金・助成金、実行委員会、共催、ボランティア等 

◆協働の効果 

 市民等の地域への関心がより高まり、活動が活発化し、地域課題の解決や 

 新しい価値の創出等が期待できる。 

 

第３章 住みよい魅力あるまちづくりのために 
 

◆活動拠点を知ろう 

協働の各主体の活動拠点として、市民活動交流館（メイトム宗像）、市内１２地区

コミュニティ・センターなどを整備。 

 

◆新しい地域課題へ取り組もう 

近年「子ども・子育て支援」や「高齢者生きがいづくり・支援」が特に地域の重

要な課題に。市内の各地域において地域の特色を活かした対応、取組を実施。 

（例）子どもの居場所づくり、コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）、 

   地域包括支援センター設置・運営等 

 

◆「生涯学習」と「社会教育」の役割を知ろう 

生涯学習、社会教育による地域課題（少子高齢化問題等）への対応。 

 

 

 

 

 

 

推進目標１ まちづくりへの「参加」のきっかけづくり 

市民が主体的にまちづくりに参加できるきっかけづくりを実施。 

推進目標２ まちづくりへの「参画」の環境づくり 

市民が活発にまちづくりに参画するために、活動しやすい環境づくりを推進。 

推進目標３ 「協働」のきっかけづくり 

協働の主体同士が、効果的に協働するために、そのきっかけづくりを実施。 

推進目標４ 市民参加、市民参画、協働によるまちづくりに繋がる 

       各種取組の実施、支援 

各主体と協働で行っている取組の継続実施や新たに取り組む活動を支援。 

推進目標５ 市、コミュニティ運営協議会、市民活動・ＮＰＯセンターの 

コーディネート力向上 

市民が積極的に、継続的に協働によるまちづくりに取り組むために、市、コミュニティ

運営協議会、市民活動・ＮＰＯセンターのコーディネート力向上のための取組を実施。 

●生涯学習  乳幼児期から高齢期まで生涯のあらゆる時期に行われる学習活動 

       本市の取組例 ： むなかた市民学習ネットワーク事業、 

                 にっこり文化講座、ルックルック講座など 

●社会教育  学校・家庭以外の広く社会で行われる教育 


